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個人線量測定実証試験結果の取りまとめについて

H25.9。 10

JAEA 百瀬
1.データの一次とりまとめ状況

(1)校 正室での照射試験結果

(2)飯 舘村、田村市での現地試験結果

① ファントム上の個人線量計指示値

② ファントム設置場所の空間線量率 (サーベイメータ)

③ ファントム設置場所及び周辺におけるエネルギー分布の測定結果 (スペクトロメ

ータ)

(3)航空機モニタリングからの地域別、土地利用区分別空間線量率平均値

2.データの一次加工の方針

(1)校正室での照射試験結果関連
① 校正室照射試験結果の表 線量計種別毎に基準線量 (Hp(10))、 指示値 (AP照
射、ROT照射、AP照射/ROT照 射比)      ・

② 相関図 Hp(10)一 AP照射指示値×AP照射/ROT照 射比 |
(2)現地照射試験結果関連
① 相関図 空間線量一個人線量計の値 (全体/個人線量計種別色分け/地域男1)
② エネルギニスペクトルの図 (家屋の内外の比較、山林、畑など利用区分相互の比較)

③ 表、図 散乱線、放射性セシウム、カリウム40等の寄与
① 表、図 各地点における平均エネルギー (H大(10)董み付け平均)、 H*(10)か ら実効
線量 (ROT、 ISO)への換算係数

.嘔 '     3.主な論点
(1)100kev光子のROT照射に対する個人線量計の応答      ―

100keVの X線をROT照射ジオメトリで個人線量計に照射した場合、線量計の応答

は基準点における実効線量 (ROT)と どのような関係にあるか。試験に用いたいずれ

の線量計も散乱線が比較的多く存在する環境でも適切な指示値を得ることができるか。

(直接適用できる基準は見当たらないが JISな どを参考とする)
(2)生活環境における個人線量計の応答
調査範囲での生活環境の代表的な場所での個人線量計の応答は、ファントムを設置

した場所周辺の空間線量の測定結果から推定される実効線量 (RO■ ISO)と どのよう

な関係にあるか。

(3)個人線量計による実効線量の評価
上記の結果から、放射線防護上は、」IS規格に準拠した性能 (エネルギー特性、方向



特性)を有する個人線量計で、137csの AP照射によりHp,Shb(10)で校正された個人線

量計の読み取り値をそのまま個人の線量として記録することは合理的か。あるいはな

んらかの補正係数が必要か。

(4)空間線量率から実効線量を推定するための換算係数
生活環境における空間線量から実効線量 (ROttISO)へ の換算係数の分布はどの程

度か。

4.川内村の実験で追加すべき項目

(1)放射線の方向分布の大まかな把握 (屋内と屋外)
線量勾配の小さな場所を選び、通常の向きに設置したファントムの脇に横倒しのフ

ァントムを置き、上下方向の個人線量を測定。→サーベイメータと鉛板など適当な遮

| 1       薇と組み合わせて方向分布に関する情報を把握 (?)

5。 その他課題等

(1)建 物の遮蔽/立体角の違いによる線量率低減効果の評価

以  上

目次案 (JAEA関連分のみ)

小タイトル 住民に配布された線量計による実効線量の推定方法
1.背景、目的

2.個人線量計の種類と基本特性に関するレビュー

3.放射線標準照射施設における試験結果

1_1     4.フ ィールドでの試験結果
5.個人の被ぼく線量 (実効線量)の計算方法に係る検討

① 実効線量推定値=個人線量計×補正係数 (≒ 1)

② 実効線量推定値=サーベイメータ実測値×代表的な場所毎の換算係数
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①:蕨平公民館(屋外)
②小宮曲田山林
③小富曲田農地
④蕨平公民館(屋内・窓)
⑤蕨平公民館(屋内・中央)
⑥飯舘中学校(屋外)
⑦飯舘公民館前駐車場
③小宮曲田民家(2階 )
⑨小宮曲田民家(1階 )
⑩飯樋民家
⑪飯舘中学校(1階 )
⑫飯舘中学校(3階)
⑬都路中学校(屋外)
⑭合子農事集会所(屋内)
⑮地見城研修施設(屋内)
⑮都路中学校(2階 )
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測定場所 機種
k線量計 (PD)の ヨ

一
サーベイメータによる翌間線重挙測疋 lE PD/サーベイ

前面平均(msv) 後面平均(msv) 前後平均(msvl 読取値平均(″ Sv/h) 照射時間 ( 積算線量(msv)

卜L 0.020 0.60 2857 0.029 0.71

Π 0.019 0.021 0.020 060 2856 0.029 0.68

C 0.020 0.024 0.022 0.60 2853 0.029 0。76
PD 0.017 0.020 0.019 0.60 2857 0.029 0.65

M 0.021 0.024 0.023 0_60 2855 0_029 0_79

飯舘中学校
(屋外)

0.040 2.08 119 0.039 1.03

日 0:029 0.053 0.041 2.08 2651 0.092 0.44

C 0.071 0.064 0.067 2.08 2657 0.092 0173

PD 0.033 0.054 0.044 208 2651 01092 0.48

M 01067 0.063 0.065 2.08 2651 0.092 0.71

飯舘中学校
(lF屋内)
3年 1組

FE 0012 0.007 0.010 0.30 2625 0.013 0,72

FI 0.013 0.007 0.010 0.30 2624 0.013 0。74
C O n14 0.008 0_011 D30 2625 0.013 0.82

PD 0.012 01006 0.009 0.30 2625 0.013 0.69

M 0.013 0000 0.011 0.30 2623 01013 0.84

飯舘中学校
(3F屋内)

FE 0.008 0.007 01007 0.21
‐2559 0.009 0.81

R 0_008 0.005 0.007 0.21 2559 0_009 0_73

C 0009 0.006 0.007 0.21 2561 0.009 0.80

PD 0008 ，
′
ハ
υ
Ａ
υ
０ 0.008 0.21 2560 0.009 0.84

M 0.008 0.006 0.007 0_21 2560 0.009 0.78

飯舘公民館前
駐車場(屋外)

FE 0.020 0.020 1.33 2822 0:063 0.32

Π 0.032 0_03 0_038 1.33 2822 0.063 0153

C 00■ R 0.040 0.039 1.33 2822 01063 0.6`

PD 0.033 0.034 0_034 1.33 2822 01063 0.54

M 0.037 0.039 0088 1.33 2822 0.063 0.61

蕨平公民館
｀

(屋内 窓)

FE 0.092 0.092 2.91 2572 0.125 0.73

Π 0.103 0.062 0.082 2.91 2611 0.126 0.65

C 0.128 0_071 0.099 2.91 2606 0.126 079

PD 0.101 0_062 0.082 2.91 2609 0_126 0.65

M 0.113 0.069 0:091 2.91 2605 0.126 0.72

蕨平公民館
(屋内 中央 )

FE 0.0′ b

Π 0.068 0.053 0.060 2.26 2594 0.097 0.62

C 0.079 0.060 0.069 2.26 2591 0.097 0.71

PD 0.068 0.053 0.060 2.26 2592 0.097 0.62

M 0.072 0.059 0.066 2.261 2591 0.097 0.67

小宮曲田民家
(屋内1階 )

3 6

FI 0.029 0.026 0.027 0.86 2861 0.041 0.67

C 0.033 0.029 0.031 0.86 2858 01041 0.76

PD 0.029 0.029 0.029 0.86 2858 0.041 0.71

M 0.032 0.029 0.031 0.86 2858 0.041 0.75

小宮曲田民家
(屋内2階 )

FE 0。042 0。 0.06

日 0036 0.029 0.032 1.26 2859 0.060 0.53

C 0045 0_031 0.038 1.26 2856 0060 0.63

PD 0.038 0.029 0.034 1.26 2859 0.060 0.56

M 0.039 0.032 0.036 1.26 2857 0.060 0.59

蕨平公民館
(屋外)

FE 0.082 0.082 0.082 5.21 1,424 0.124 0.66

FI ' 01■ R 0_135 0.137 5.21 ,568 0.223 0.61

C 0.163 0.161 0.162 5,21 2569 0.223 0.73

PD 0.136 0.136 0.136 5.21 2568 0.223 0.61

M 0.158 01155 0.157 5.21 2567 0.223 0.70
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前面平均(msv) 後面平均(msv) 前後平均(msv)
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彎

学校 (lF屋内)3年 1組

小宮曲田民家

(lF屋内)3年1組

公民館前駐車場(屋外)

地見城多目的研修施設〈屋内)

(lF屋内)3年 1

地見城多目的研修施設(屋内)

1/2ページ



lF屋内)3年1組

地見城多目的研修施設 (屋内)
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γ線エネルギースペクトルから求めた核種別の周辺線量寄与の割合

80
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◆散乱線 EO/o]
25-569keV

●放射性セシウム E7o]
569-829keV

OカリウムEObl
l.4～ 1.6MeV

×その他開
0.829～ 1.4MeV
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照射 Code

『̈ｕ
線量率
(mSv/h)

照射時間
(sec)

積算線量
(mSv)

照射距離
(m)

Cs-137 1.85TBo 662 2.6416E+01 288 2.1 2_0

試験日:2013/9/10

【編みかけ部:参考値】
数え落としが大きいため

機種
ISO」 P-30

P…30/1SO水
P-30

読取値平均/積算線量 読取値平均/積算線量 回転照射/正面照射
1.00 0.75

…

0.93 0.94 1.01 0.70

…

0.99 0.99 1.00 0.65

0。97 0。98 1.01 0165

1.01 1.00 1.UU 0.73

が悪いため、線量率を落として(2〕mSv/hから0.9mSv/hヘ

照射 Code
ETreCIive
´
 energy
rknv、

線量率
(mSv/h)

照射時間
(sec)

積算線量
(MSv)

照射距離
(m)

Cs-137 11l GBo 662 9.0405E‐ 01 1991 0.5 3.0

10)

時間がなく、ISO水ファントムは実施できず。



発生装置は線量率を落とすことはできない(最小で約10msv/h)。

日 :2013/9/9

【編みかけ部:参考値】
数え落としが大きいため

機種
ISO水 P-30

P-30/1SO水
P…30

読取値平均/積算線量 読 収 恒 半 期 /積鼻 繰 量 回 転 鰯 ir/上 回 照 射

司 ト 1.02 0.66

1.03 1.04 1.00 0.54    ‐́
１

．
L 0.94 0.92 0。98 0.50

■ 1.01 1.01 1.01 0.61

1.03 1.03 1.00 0.49



（

一

（

一

個人線量計の仕様

線量計名称

/-fi-

測定範囲 0.lμ Sv～ 99。9999mSv
0.001 mSv～ 999.9mSv
01001mSv/h～ 999.9mSv/h

0.001mSv～ 999。9mSv
O_001 μ Sv/h～ 99919 μ Sv/h

0.lμ Sv-10Sv
l μ Sv/h～ lSv/h

lμ SV～ 10SV
O.lμ Sv/h-10Sv/h

積算指示誤差 ±10%以内 (0.01～ 9999mSv) ±10%以内 (0.01～ 99.99mSv) ±10%以内 (10μ Sv～ 10Sv) ±10%以内

線量率指示誤差 ±15%以内 (1～ 999.9μ SV/h) ±20%以内(10μ Sv/h～ lSv/h) ±20%以内 (10μ Sv/h)

線量率直線性 ≦±10%(2μ Sv/h以上:137Cs) ±10%以内 (～ 100mSv/h)
測定エネルギー範囲:35keV
■3MeV

±20%以内(10μ Sv/hγ lSv/h) ±20%以 内 10 Sv/h(60C● &X―R"H30 20 keV)

エネルギT特僣
600o γ線から約50keVの範囲に対し
て、相対感度が±30%以内 60keV～ 1.5MeV±30%以内 50keV～ 1.5MeV± 30%以内 15keV～ 7MeV± 20%以内

電池寿命 約1年間(1日 2回の読取表示をわ た場合) 1日 8時間使用で約lヶ月 30時間以上 (内蔵電池満充電時) 自続約700時間(約 lヶ月)(豊温:20° 時〉 通常使用で9カ月、連続使用で2500時間

使用温湿度範囲 -1 0qC～ 40°C -10℃～40℃、90RH以下(結露なし) -10℃～40℃、90RH以下(結露なし) 10℃～50℃、9096RH以 下0胡藤凛結なきこと) 二103C～ 50℃ t90RHル t‐下

外形寸法 約 (W)32X(D)14X(H)68mm (W)30X(D)12X(H)110mm(突 起物除く) 〈W)120X(D)15X(H)46mm(突 起物除く) 的(W)33X(D)15X(H)110mm (W)56X(D)21X(H)86mm(ク リップ除く)

質量 23g 57g(電池tクリップ含む) 約110g 的40g(シールドカバ‐未装着時) <84g
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川内村
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参考

(航空機モニタリング測定による空間線量)[rV/h]

X空間線量から個人線量への変換係数(=0.6～0.7(理綸値))
X(屋外α時間+屋内β時間 X遠薇効果0。 ?)X365日 ÷10∞ =個 人の被ばく線量

・ これまでの推計では、農外8時
間・屋内16時間という、比較的

被ばく線量の高い生活パターン

を保守的に仮定。

・ 実際の様々な生活パターンに
応じて屋外の滞在時間や場所
は、大きく異なる。

これまでの個人の被ぱく線量の推計

(航空機モニタリング測定による空間線量)[nv/h]

X(屋外8時間+屋内16時間 X遠薇効果0.4(木造家屋))X365日 ÷10∞ =個人の被ばく線量[μSvノy

実際の個人の被ばく線量は、これまでの推計に比べて、低くなる傾向

実際の個人の被ばく線量を決定する要素

・ これまでの推計では、緊急時の対応
として、環境放射線の尺度(人体の

大きさや構造を考慮していない)であ
る空間線量を使用。

0 個人線量計で計測した個人線量は、
人体の大きさや感受性の異なる臓
器の位置・配置などの構造を加味し
た実際に人体が放射線から受ける
影響の尺度を反映。

・ これまでの推計では屋内滞在は
すべて木造家Eと仮定し、その菫
蔽効果を単一の60%放射線を低
減と仮定。

・ 実際には、様々な生活パターンに
応じて、コンクリートの建物等の
逮薇効果の大きい場所に滞在す
ることや、遠薇効果そのもの自体
も6喘低減から異なる可能性。
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2.積算線量

歩行サーベイ時のHDSに よる積算線量と個人被ぼく線量の比較を行う。

(1)採用したデータ

① 歩行サーベイデータ 9月 3日  853:45～ 15Ю8:58

②

―

~―
夕   9月 3日 853～ 15Ю8 (PCで規格化した時刻)

(2)結果

① 歩行サーベイデータ17.24 pSv (9:28:19～ 9:34:30、 10:49119～ 10:49:26の

間は計測ミスが発生。このためこの間は測定値を0と した。)

②
―
 、 4.98pSv(ラ ジプロープの計測ミスと対応させるため

に9:28～9:34のデータは対象外とした。)

5

4

3

2

1

ラジプロープ 線量率 854‐ 15:08

・  0
2013 10:8013′ 9′31210013′ 9′313:2013r9′ 314:24

‐
1

‐2

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0

1積算線量はHDSの測定結果 (4～ 6秒間隔で記録されている)をヒストグラムとして足し合わせた。

量11出誠LIみ苗窮譲麗‰、為[鷲霜〕1多』『曹認電ユF時
間単位》

線量  8:54-15:08
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飯舘中学校 :体育館内部
日外部比較

連絡通路 資料 Nirs2(9/12)
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飯舘中学校
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1舘中学校 ‐1 3‐11且

ガラスサツシ

外への出入口

隣

の
教
室

外側窓下

壁の高さ

98.5cm

廊下側
窓

廊下 教室同等にかなり幅が広

出入口

6

い



飯舘村公民館

県道 12号線

緑テープ・

スポット
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